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Abstract: In 2015, the Sustainable Development Goals (SDGs) was adopted by the United Nations. However, 

SDGs cover quite vast domains, therefore policy makers need to understand the nexus among goals and prioritize 

the goals on their own context. A previous work visualized SDGs nexus at global level, but corresponding 

methodology at local level in Japan is still under development. This research conducted a network analysis and 

visualized the SDGs nexus under Japanese context. First, I collected data of the localized indicators by Japanese 

local governments for measuring the achievement of SDGs proposed by Institute for Building Environment and 

Energy Conservation. Next, I analyzed the correlation between indicators and visualized the nexus among goals 

and indicators by network analysis. Finally I conducted a biclustering analysis to grasp the feature of SDGs nexus 

by prefecture groups. This result is expected to assist Japanese local governments to prioritize goals. 
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１．背景と目的 

 2015 年に採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」は，経済・社会・環境の領域を含む包括的なも

のであるため 1)，17 の目標全てに注力することは不可能かつ非効率である 2)．目標間のネクサス（連環）

を理解し，複数分野に跨る目標を統合的に取り組むことで，SDGs の達成度が向上することが期待され

る．世界銀行はネットワーク分析を行い，全球レベルでの目標間のネクサスを示し，「目標 7：エネルギ

ーをみんなにそしてクリーンに」が最も中心性が高いことを示した 3)．日本でも日本固有の事情を踏ま

えた上で目標間のネクサスを示し，すべてのステークホルダーが優先して取り組むべき目標を共有する

ことが望まれる 1)．本研究では，都道府県での SDGs の進捗状況を評価することで，目標間のネクサス

を示し，日本の自治体が優先して取り組む目標を決定する際に有益な情報を提供することを目的とする． 

２．方法 

 日本の都道府県を対象として，SDGs の目標および指標の都道府県別の統計値を用いてネットワーク

分析を行い，ネクサスを可視化した．具体的な分析手法は以下のとおりである． 

２．１． 指標の選定とデータの収集 

 SDGs では目標とターゲットの他に，国の進捗状況を測るための 242 のグローバル指標が設定されて

いる 2)．本研究では，グローバル指標を日本の自治体で測定できるように提案されたローカライズ指標

2)の内，定義が明確である指標を優先的に 58個選定し，その指標の都道府県別の統計データを収集した． 

２．２． 全国スケールの目標間および指標間のネットワーク分析 

 全都道府県を対象として，目標間および指標間の相関関係に基づいてネットワーク分析を行った．次

に PageRank3) アルゴリズムによって，それぞれの目標と指標のネットワークへの影響度を評価した． 

２．３． 都道府県のクラスタリングと特性の評価 

 指標値のバイクラスタリングアルゴリズムにより，47 の都道府県を 3 つのクラスタに分類し，クラス

タ内で共通性の高い指標を用いて各クラスタの特性を評価した． 
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